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１．工場又は事業場の概要 

工場又は事業場 

の    名    称 
日本酢ビ・ポバール株式会社 

工場又は事業場 

の  所  在  地 
大阪府堺市西区築港新町３丁１１番地１ 

資    本    金       ２０億円 従業員数 
（全社） 

（当工場） 

       １86 名 

       172 名 

産  業  分  類 

（中  分  類） 
   化  学  工  業 主  要  製  品  名 

酢酸ビニル 

ポリビニルアルコール 

工場又は事業場 

の 特 定 施 設 
(番号､名称､基数) 

別紙-１ 特定施設届出一覧表参照 

 

 

排 出 水 の 量 変更ありません ：通常 3,270m3/日  最大 4,042m3/日 

汚  水  等  の 

処 理 の 方 法 

（１）活性汚泥処理設備 

（２）ＰＨ調整装置 

（３）汚水処理施設（沈澱槽） 

（４）中和施設 

（５）回転円板式汚水処理装置 

（６）焼却炉排水の中和施設 

： №1 排水口 

： №3 排水口 

： №3 排水口 

： №3 排水口 

： №3 排水口 

： №3 排水口 

 

 

２．許可申請の概要及びその理由 

  (１) 施設の設置理由及びその概要 

新設する湿式スクラバーは、VE プラントから副生する酢酸ガスの廃ガス洗浄施設です。副生した酢酸

ガスを湿式スクラバー内の水（または重曹水）によって吸収（および中和）させて処理します。 

設置理由は、蒸留塔の後段にあるコンデンサー(冷却器)で除去できない微量の酢酸ガスを回収し、VE
プラントへの腐食を軽減するためです。 

№ 特定施設の種類 施設の種類 施設の名称 基数 備考 
E-2 法 37 タ 廃ガス洗浄施設 廃ガス洗浄施設 湿式スクラバー 1 新設 

 

  (２)  排水量及び負荷量の増減に関する概要 

今回設置する湿式スクラバーにて廃ガス洗浄した（ガス吸収した）後の吸収液は、コンテナに受け

入れて一時貯蔵し、場内に設置されている既設の焼却炉にて焼却炉の処理状況を確認しながら全

量焼却処理を行うため、汚水は発生しません。 

従いまして、№1 排水口からの排出水量（通常 1,190m3/日、最大 1,557m3/日）、水質、汚濁負荷

量は現状と変わりません。 
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３．工場又は事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値、当該排出水の 一日

当たりの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量 

 

排

水

口 

           区  分 

 

項  目 

現      状 設置（変更）後 負荷量の 

増    減 

 
通  常 最  大 

 

負荷量＊ 
通  常 最  大 負荷量＊ 

１ 

排水量（ｍ３／日）  1,190  1,557 －     

ｐＨ   6.4 5.8～7.5 －     

ＢＯＤ（mg/L）   5  10.2 7.785  変   

ＣＯＤ（mg/L）   8  12.5 12.456     

ＳＳ  （mg/L）   5   10 7.785     

n-Hex（mg/L）   1.5   3 2.336     

Ｔ－Ｎ（mg/L）   4   6 6.228     

Ｔ－Ｐ（mg/L）   2.5   3.5 3.893     

大腸菌数（CFU/ml） － －   更   

        

２ 雨水専用        

３ 

排水量（ｍ３／日） 1,955 2,360 －     

ｐＨ 6.8 5.8～8.6 －     

ＢＯＤ（mg/L）  15.8 20.0 37.288  前   

ＣＯＤ（mg/L）   9.0 20.0 21.240     

ＳＳ  （mg/L）   5.5 18.0 12.980     

n-Hex（mg/L）   0.5   2.0 1.180     

Ｔ－Ｎ（mg/L）   6.9   9.8 16.284     

Ｔ－Ｐ（mg/L）   0.8   1.4 1.888     

ダイオキシン類   0.8   2.0 1.888  に   
アンモニア、アンモニウム

化合物、亜硝酸化合物

及び硝酸化合物(mg/L) 
1.6 1.9 3.776 

    

４ 

排水量（ｍ３／日）    125    125 －     

ｐＨ   7.4   7.7 －     

ＢＯＤ（mg/L）   2.8  4.0    0.350     

ＣＯＤ（mg/L）   3.5  5.6    0.438     

ＳＳ  （mg/L）   2.3   3.7    0.288  同   

n-Hex（mg/L）   0.8   1.1    0.100     

Ｔ－Ｎ（mg/L）   1.6   1.8    0.200     

Ｔ－Ｐ（mg/L）   0.4   0.5    0.050     

大腸菌数（CFU/ml） 27 未満 －      

        

総 

 

 

合 

排水量（ｍ３／日） 3,270 4,042 －  じ － － 

ｐＨ   －   － － 

ＢＯＤ（mg/L）   45.423     

ＣＯＤ（mg/L）   34.134     

ＳＳ  （mg/L）   21.053     

n-Hex（mg/L）   3.616     

Ｔ－Ｎ（mg/L）   22.712     

Ｔ－Ｐ（mg/L）   5.831     

ダイオキシン類   1.888     

        

 
  ＊負荷量（Ｋｇ／日）＝最大排水量（ｍ３／日）×通常水質（mg/L）×１０－３ 

    ＊ダイオキシン類の単位は、濃度 pg-TEQ/l、負荷量 μg/日 
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４．工場又は事業場の排水口の位置及び数並びに汚水等の処理系統 
（１） 排水口の位置及び数 

        別図－２  のとおり   ４本 (ただし、No.2 排水口は雨水専用) 
 

（２） 汚水等の処理系統：添付資料参照 

         別図－４ 参照 
 
５．工場又は事業場の排水口周辺の公共用水域について定められている水質汚濁に係る環境基準 

   その他の水質汚濁に係る環境保全上の目標に関する事項 

（１） 排水経路（別図－２、３ 参照） 
 

 排出先の河川・海域名   大阪湾（１） 堺泉北港 

 環境基準点 
  Ｃ－４  Ｅ １３５°２３‘ ３２“ 
         Ｎ ３４°３３‘ ４２“ 

 環境基準類型   類型Ｃ 
 

（２） 人の健康の保護に関する項目 
 

項

目 カドミウム 全シアン 鉛 ６価クロム ヒ素 総水銀 アルキル 
水銀 ＰＣＢ 

基

準

値 

0.003 
mg/L 
以下 

検出され 
ないこと 

0.01 
mg/L 
以下 

0.02 
mg/L 
以下 

0.01 
mg/L 
以下 

0.0005 
mg/L 
以下 

検出され 
ないこと 

検出され 
ないこと 

項

目 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 四塩化炭素 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 
1,2- 

ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 
1,1,1-ﾄﾘ 
ｸﾛﾛｴﾀﾝ 

1,1,2-ﾄﾘ 
ｸﾛﾛｴﾀﾝ 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛ
ｴﾁﾚﾝ 

基

準

値 

0.01 
mg/L 
以下 

0.01 
mg/L 
以下 

0.002 
mg/L 
以下 

0.02 
mg/L 
以下 

0.004 
mg/L 
以下 

1 
mg/L 
以下 

0.006 
mg/L 
以下 

0.1 
mg/L 
以下 

項

目 
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛ

ﾛｴﾁﾚﾝ 
1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛ

ﾍﾟﾝ チウラム シマジン 
(ＣＡＴ) ﾁｵﾍﾟﾝｶﾙﾌﾟ ベンゼン セレン ﾌｯ素※ 

基

準

値 

0.04 
mg/L 
以下 

0.002 
mg/L 
以下 

0.006 
mg/L 
以下 

0.003 
mg/L 
以下 

0.02 
mg/L 
以下 

0.01 
mg/L 
以下 

0.01 
mg/L 
以下 

0.8 
mg/L 
以下 

項

目 ホウ素※ 硝酸性窒素 
亜硝酸性窒素 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ 
類 

1,4- 
ｼﾞｵｷｻﾝ 

   
 

基

準

値 

1.0 
mg/L 
以下 

10 
mg/L 
以下 

1.0 
pg-TEQ 
/ｌ以下 

0.05 
mg/L 
以下 

   
 

                               ※ただし、フッ素及びホウ素の基準値は、海域について適用しない 
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（３） 生活環境の保全に関する項目（海域） 
 

類型 
基         準        値 

ＰＨ ＣＯＤ ＤＯ 大腸菌数 油分等 

Ｃ 7.0 以上 
8.3 以下 

8 mg/L 
以下 

2 mg/L 
以上 － － 

 

類型 
基  準  値 

全窒素 全燐 
類型 
Ⅳ 

1 mg/L 
以下 

0.09 mg/L 
以下 

 

類型 
基  準  値 

全亜鉛 ノニル 
フェノール 

LAS 

生物
A 

0.02 mg/L 
以下 

0.001 mg/L 
以下 

0.01 mg/L 
以下 

 
（４） ダイオキシン類対策特別措置法、他に基づく環境基準 

 
項目 基準値 

ダイオキシン類 1pg-TEQ/L 以下 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．周辺公共用水域の水質の現況その他当該水域の現況に関する事項 

（１） 周辺公共用水域の水質の現況 ［汚濁負荷量が増大しない場合］ 

           測定時期、測定機関   「令和 5 年度 大阪府域河川等水質等調査結果報告書（大阪府）」 に

よる。 
 
        （海域）                                             （令和 5 年度（2023 年度）データ） 

環 境 基 準 点 ＰＨ ＣＯＤ 
mg/L 

ＳＳ 
mg/L 

ＤＯ 
mg/L 

Ｔ－Ｎ 
mg/L 

Ｔ－Ｐ 
mg/L 

n-Hex 
mg/L 

Ｃ－４ 
Ｅ 135 ﾟ 23’ 32” 
Ｎ 34°33’ 42” 

最小 8.0 
7.8 

2.1 
1.7 

2 
2 

7.5 
1.4 

0.30 
0.18 

0.030 
0.021 <0.5 

最大 8.7 
8.1 

6.9 
2.8 

12 
4 

12 
9.5 

0.73 
0.45 

0.10 
0.073 <0.5 

平均 － 3.8 
2.1 

4 
3 

9.8 
6.1 

0.44 
0.25 

0.047 
0.034 <0.5 

        

 全亜鉛 
mg/L 

ノニル 
フェノール 

mg/L 

LAS 
mg/L 

アンモニア性 
窒素 
mg/L 

硝酸性 
窒素 
mg/L 

亜硝酸性

窒素 
mg/L 

りん酸性

りん 
mg/L 

クロロ 
フィル A 
μg/L 

透明度 
m 

最小 0.002 <0.00006 <0.0006 <0.04 
<0.04 

<0.04 
<0.04 

<0.04 
<0.04 

<0.003 
0.009 0.4 1.1 

最大 0.008 <0.00006 <0.0006 0.23 
0.15 

0.21 
0.06 

0.04 
0.07 

0.035 
0.051 27 9.6 

平均 0.005 <0.00006 <0.0006 0.07 
0.06 

0.09 
0.04 

0.04 
0.04 

0.011 
0.021 7.4 3.8 

註）上段 表層  下段 底層 
 

項目 基準値 
フェノール類 0.01 mg/L 以下 
銅 0.02 mg/L 以下 
亜鉛 0.1 mg/L 以下 
溶解性鉄 0.5 mg/L 以下 
全クロム 1.0 mg/L 以下 
陰イオン界面活性剤 0.1 mg/L 以下 
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        海域：ダイオキシン類（令和 5 年度（2023 年度）大阪府データ） 

環 境 基 準 点 ダイオキシン類 
pg-TEQ/l 備      考 

Ｃ－３（南港西） ０.０４１ 

 
Ｓ－１（堺第７-３区沖） ０.０３３ 
Ｂ－４（泉大津沖） ０.０３１ 
Ａ－３（りんくう沖） ０.０３１ 
Ａ－７（尾崎沖） ０.０３４ 

 
（２） 当該水域の現況に関する事項 

        泉州臨海造成地域に指定されています。漁業権はありません。 
 
７．排出水の排出に伴い予測される周辺公共用水域の水質の変化の程度及び範囲並びにその予測の方法 

（１）汚濁負荷量の増加の有無（ 有  ・  無   ） 
 
８．その他当該特定施設の設置が環境に及ぼす影響についての事前評価に関して参考となるべき事項 

（１） 特定施設の管理体制 
新製品Ｇ（４組３交替）の人員４名が交替で担当者となる。担当者は特定施設が正常に使用できる

様に点検・維持に努め、日報を作成し、公害防止管理者に報告する。 
ただし、当該特定施設（廃ガス洗浄施設）については、一年間を通して運転する設備ではなく、特

定の品種を生産する際に稼働させます。 
 

（２） 汚水処理施設の管理体制 
            公害防止管理者（水質関係）１名、処理施設担当者４名が交替で処理施設の管理業務を行う。

管理組織図は 別図－５のとおり。 
 

（３） 排出水の分析体制 
            分析機器  ＰＨ、ＣＯＤ、ＢＯＤ、ＳＳ、Ｏｉｌ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ測定機器一式 
            分析項目  ＰＨ、ＣＯＤ、ＢＯＤ、ＳＳ、Ｏｉｌ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ、 
                      当社の品質保証部検査分析グループにて月一回測定 
                      ダイオキシン類、大腸菌数、アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び

硝酸化合物については、年１回以上測定（外部分析機関に依頼） 
            上記の他に、ＰＨ自動測定装置、ＴＯＣ自動測定装置、全窒素・全リン自動測定装置にて特定

排水の常時監視を実施しています。 
         ただし、当該特定施設（廃ガス洗浄施設）から排出される排水は、全量をコンテナに受け入れた

後、既設の焼却炉にて焼却処理を行うため、上記の分析対象となる排出水に含まれません。 
 
    （４）  用途地域 
            工業専用地域 
 
    （５）  その他参考となる事項 
            なし 









4.76 (5.24) （　　）内の数値は最大値 別図 4（変更後）

50 (54) 浄化槽(2)
45.24 (48.76) ⑨ 50 (54)

1 (1) 713 (810) 浄化槽(1) 浄化槽(1)

 ※1 ※2
1039 VE抽出 PVA純水 ① 140 (240)
(1256) 914 913

1138 (1121) (1120)
(1365) 再生

② 60 (70)

※3 55
(PVA中和槽) (55) 70 (80) 70 (80) ③

99 (109) 99 (109) ④

蒸発損失 1,288
1,898 (1,968) ⑤ 610 (680)

排水量0.05㎥/日 既設焼却炉にて (冷却塔循環水　72,000)

25日稼働/回・5回程度/年 排水焼却処理

60 (66)
⑦ 61 (67) ⑧ 230 (256) 1190

(1557)
（VAMプラント） ※1 1 (1)

100 (257) ⑥ 100 (257)
3,136
(3,590)

蒸発損失 1,441 3,220 7.2 (13.8)
2,828 冷却水

5,964 (2,997) 12,380 27.8 (53.2) 35 (67) 1185 ⑩
(6,587) 2,411 93,600 (1506)

(2,411) 850 (850) 850 (850)

（PVAプラント） 15,580
200 200 (369)

(369)

100 (220)

15 (47) 93,480 蒸気回収

4 (4) 12

 56(56) ⑰
　⑱ 塩酸 (12)

117 (117)   87 (87) 36 (36)
⑲ 1955

100 14 (20) 77,900 蒸発損失 51 74 ⑳ (2360)

(100)
26(26)

(74)

14 (20) 78,000 131 630 ⑯ 770
(169) (714)

㉑
(854)

㉒ ㉓
※2 71 (103) 628 ⑮ 60 (60)
713 (810) (687) 　　　　　　　　　⑫ VAMよりイオン交換 55

VAMイオン交換樹脂装置より 484 樹脂廃水及び塩酸 (55)
(530) ⑭=⑫+⑬ 5 125

22 15 (15) (5) (125)
40 (40) ⑬ 25 (25) 125 (125)

浄化槽(1) 浄化槽(2) 100 (100)
PGプラント側溝 （工業用水放流）

100 (100)

（単位ｍ3／日）

冷却塔ブロー

プロセスドレンブロー

焼却炉廃ガス洗浄施設（P-2)

活性汚泥処理（S-1)

その他（タンク冷却
水など）

ＧＰ工程

廃熱回収ボイラー

ＰＯＷ工程

Ｎｏ１排水口

ＰＨ調整（S-6）

工場事務所合併浄化槽(1)

Ｎｏ３排水口

協力会社詰所　他　PVAプラント

用水及び排水系統図
VAMプラント

逆洗排水

再生洗浄水

管理棟　他

ボイラーブロー

湿式ガススクラバー

タンク
冷却水

上水道

工程生成水

Ｎｏ４排水口

沈殿槽
（S-3）

回収工程
ＰＨ調整
（S-2）

 

回転円板装置（S-5）

上水道

工業用水

加水分解反応

スクラバー
（P3,P4）

冷水塔

ろ過槽 イオン交換

VE抽出塔

中和槽（S-4)

5
※4

⑪

※4

※3

2（2） 6（6）




